
秋田県仙北平野土地改良区

－ 関田円型分水工の歴史 －
　関田円型分水工は、昭和13年に建設された

秋田県第1号の円型分水工です。ここに集めら

れる水は、関田頭首工から導かれています。円

型分水工の水槽（容量1.8トン）に集められた水

は、180個の穴から、7つの水路に分配されて

います。ここから送られた水は、美郷町の旧六

郷町をはじめ、旧千畑町、旧仙南村などの農地

にも利用され、関係面積は877haになります。

－ 七滝水源かん養保安林 －
　奥羽山脈の七滝山を源とする七滝川上流に

あり、広域的に農業用水を供給しており、住民

に欠かすことのできない緑の財産となっていま

す。水源の森としての歴史は古く、明治30年に

水源かん養保安林に指定されました。美郷町

六郷には、名水百選に選ばれた「六郷湧水群」

があり、この水源としても貴重な存在となって

います。

【面積251.3ha、標高200～ 800m、森林の種

類：人工林46％、天然林54%、樹種：杉、ブナ、

ミズナラ（針葉樹40％、広葉樹60％）】

六郷東根小水力発電所
ろくごうひがしね

～ 森を守り水を活かす ～

関田円型分水工

施設管理者：秋田県仙北平野土地改良区
〒014-0034 秋田県大仙市大曲住吉町2-6

TEL.0187-62-0180

秋田県農業水利施設活用小水力等発電推進協議会

TEL.018-888-2723
（秋田県土地改良事業団体連合会内）

秋　田　県

平成28年3月



六郷東根小水力発電所の概要

概　　要　　図 縦軸スクリュー水車の内部構造図

●目　的

　六郷東根小水力発電所は、秋田県南部、仙北平野南

東部に位置する仙北郡美郷町にあり、一級河川雄物川

水系丸子川を水源とする農地約597haに農業用水を

供給している六郷東根幹線用水路の中流部に設置さ

れています。

　土地改良区の維持管理費軽減と受益者の農家負担

軽減を図り、地域農業の振興と農村の活性化を促進す

るため、平成27年度に県営事業で小水力発電施設を

整備しました。

●概　要

　農業用水として、関田頭首工から取水し、関田円型

分水工で分水され、かんがい期0.880㎥/s、非かんが

い期0.293㎥/s（発電用水増量分0.407㎥/s）の水量

があり、最大0.700㎥/sの水量を発電に使用していま

す。

　県営事業により、六郷東根幹線用水路（総延長約

1,153m）の内、約100m区間を布設替して落差2.81m

を確保し、出力１１.0kWの発電を実現します。

　水車形式は縦軸スクリュー水車で、農業水利施設を

活用した小水力発電施設（マイクロ発電）としては県内

第1号となります。

ろくごうひがしねかんせんようすいろ

六郷東根幹線用水路（大型フリューム B1200×H900）
かんがい面積

597ha
発電
施設

【縦断図】

【平面図】

　小水力発電施設は二酸化炭素の排出削減に貢献し

ています。また、発電された電力は売電され、その収益

は土地改良施設の維持管理費軽減に役立っています。
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●発電計画の概要

総 落 差

使 用 水 量

発 電 出 力

年 間 発 電 量

水 車 形 式

2.81m

0.700㎥/s（最大）

１１.0kW

5.7万kWh（一般家庭の16軒分の年間使用電力量）

縦軸スクリュー水車

項　　　目 諸　　　元

※ 一般家庭年間使用電力量3,600kWh（出展：原子力・エネルギー図面集2015）

※

せきたえんけいぶんすいこう

関田円型分水工

六郷東根幹線用水路 L＝
1,153m み

ず
ほ
の
里
ロ
ー
ド

み
ず
ほ
の
里
ロ
ー
ド

関田円型分水工

12

丸
子
川

▲
至 

美
郷
町（
千
畑
）

至 

横
手
▼

縦軸方向にプロペラ水車と発電機
を直結し、水路から落下する流水
で発電機を回転させ発電します。

発電機

増速機

主　軸

水　車

水の流れ



六郷東根小水力発電所の概要

概　　要　　図 縦軸スクリュー水車の内部構造図

●目　的

　六郷東根小水力発電所は、秋田県南部、仙北平野南

東部に位置する仙北郡美郷町にあり、一級河川雄物川

水系丸子川を水源とする農地約597haに農業用水を

供給している六郷東根幹線用水路の中流部に設置さ

れています。

　土地改良区の維持管理費軽減と受益者の農家負担

軽減を図り、地域農業の振興と農村の活性化を促進す

るため、平成27年度に県営事業で小水力発電施設を

整備しました。

●概　要

　農業用水として、関田頭首工から取水し、関田円型

分水工で分水され、かんがい期0.880㎥/s、非かんが

い期0.293㎥/s（発電用水増量分0.407㎥/s）の水量

があり、最大0.700㎥/sの水量を発電に使用していま

す。

　県営事業により、六郷東根幹線用水路（総延長約

1,153m）の内、約100m区間を布設替して落差2.81m

を確保し、出力１１.0kWの発電を実現します。

　水車形式は縦軸スクリュー水車で、農業水利施設を

活用した小水力発電施設（マイクロ発電）としては県内

第1号となります。

ろくごうひがしねかんせんようすいろ

六郷東根幹線用水路（大型フリューム B1200×H900）
かんがい面積

597ha
発電
施設

【縦断図】

【平面図】

　小水力発電施設は二酸化炭素の排出削減に貢献し

ています。また、発電された電力は売電され、その収益

は土地改良施設の維持管理費軽減に役立っています。
せきたとうしゅこう

関田頭首工
せきたとうしゅこう

関田頭首工

水路（L＝100m）布設替

総落差 2.81m

関田頭首工

六郷東根小水力発電所

六郷東根小水力発電所 位置図

●発電計画の概要

総 落 差

使 用 水 量

発 電 出 力

年 間 発 電 量

水 車 形 式

2.81m

0.700㎥/s（最大）

１１.0kW

5.7万kWh（一般家庭の16軒分の年間使用電力量）

縦軸スクリュー水車

項　　　目 諸　　　元

※ 一般家庭年間使用電力量3,600kWh（出展：原子力・エネルギー図面集2015）

※

せきたえんけいぶんすいこう

関田円型分水工

六郷東根幹線用水路 L＝
1,153m み

ず
ほ
の
里
ロ
ー
ド

み
ず
ほ
の
里
ロ
ー
ド

関田円型分水工

12

丸
子
川

▲
至 

美
郷
町（
千
畑
）

至 

横
手
▼

縦軸方向にプロペラ水車と発電機
を直結し、水路から落下する流水
で発電機を回転させ発電します。

発電機

増速機

主　軸

水　車

水の流れ



秋田県仙北平野土地改良区

－ 関田円型分水工の歴史 －
　関田円型分水工は、昭和13年に建設された

秋田県第1号の円型分水工です。ここに集めら

れる水は、関田頭首工から導かれています。円

型分水工の水槽（容量1.8トン）に集められた水

は、180個の穴から、7つの水路に分配されて

います。ここから送られた水は、美郷町の旧六

郷町をはじめ、旧千畑町、旧仙南村などの農地

にも利用され、関係面積は877haになります。

－ 七滝水源かん養保安林 －
　奥羽山脈の七滝山を源とする七滝川上流に

あり、広域的に農業用水を供給しており、住民

に欠かすことのできない緑の財産となっていま

す。水源の森としての歴史は古く、明治30年に

水源かん養保安林に指定されました。美郷町

六郷には、名水百選に選ばれた「六郷湧水群」

があり、この水源としても貴重な存在となって

います。

【面積251.3ha、標高200～ 800m、森林の種

類：人工林46％、天然林54%、樹種：杉、ブナ、

ミズナラ（針葉樹40％、広葉樹60％）】

六郷東根小水力発電所
ろくごうひがしね

～ 森を守り水を活かす ～

関田円型分水工

施設管理者：秋田県仙北平野土地改良区
〒014-0034 秋田県大仙市大曲住吉町2-6

TEL.0187-62-0180

秋田県農業水利施設活用小水力等発電推進協議会

TEL.018-888-2723
（秋田県土地改良事業団体連合会内）

秋　田　県

平成28年3月


	六郷01
	六郷02
	六郷03
	六郷04

